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学

課嫉
務

朝

総

Ｌ
７
Ｌ
ド
”

新
役
職
者
決
ま
る

学
部
長
は
鴨
野
（法
）、
森
下
（営
）
、
藤
下
（歯
）

平
成
１５
年
４
月
１
用
か
ら
の
大
学
等
役
職
者
が
湊
すだ
し
た
。
学
校
法
人
朝
躍
大
学
理
事
会
は

大
学
及
び
尊
Ｆｌ
学
校
等
の
役
職
者
を
別
表
の
と
お
り
選
任
し
た
。
主
な
役
職
者
の
プ
曹
フ
ィ
ー

ル
は
２
簡
ｃ

可
免
瑞
夫
教
授
の
選
職
に
よ
り

副
学
長
が
廣
瀬
孝
二
教
授

一
人
と

な
る
配
学
長
ポ
ス
ト
に
は
、
赤
石

健
再
常
務
理
事
が
就
任
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
周
氏
は
大
学
改
革
揮

業
運
命〒
等し
て
本
壁
あ

塾

用
・
原

療
分
野
の
改
革
の
推
進
、
学
と
文

援
鋼
度
の
強
化
な
ど
を
指
揮
◇
ま

た
、
最
近
で
は
本
学
の
ス
ポ
ー
プ

強
化
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
面

の
整
篠
な
ど
に
指
導
力
を
発
揮
↓

た
ｃ
長
坂
学
長
の
強
力
な
右
焼
と

な
る
こ
Ｌ
だ
ろ
う
。
な
お
、
同
氏

態
４
月
１
群
行
で
朝
彗
☆
０
子
教
授

と
し
て
の
着
後
も
基
麺
し
た
。

続
い
て
、
釜
鐵
満
了
に
讐
つ
学

郡
装
人
事
で
あ
る
が
、
法
学
部
長

に
は
鳴
筆

耗

鉄

授

憲

と

、
経

営
学
部
長
に
は
森
下
伊
三
井
教
授

９
ロ
グ
マ
ン
グ
詮
、き募
郡

長
に
は
藤
下
昌
己
象
授

（歯
科
放

射
線
）
が
そ

鴨
野
新
法
学
部
長
は
、
金
沢
大

学
法
学
部
長
の
経
験
を
持
ち
、
法

学
部
の
活
性
化
へ
の
手
続
が
期
待

さ
れ
る
。
温
厚
な
人
柄
だ
が
志
は

強
く
そ
の
実
行
力
は
祈
紙
つ
き
で

あ
る
。

森
下
新
経
宣

写
藝
長
は
、
他
学

部
と
異
な
り
３
学
科
を
傘
下
に
置

く
学
部
の
舵
取
り
を
担
う
＞撃と
と

な
っ
た
。
同
教
授
は
情
藪
管
理
学

書
長
を
２
期
務
め
て
お
り
、
そ
の

手
が
た
さ
に
な
定
評
が
あ
る
。

岩
歯
歯
学
番
長
の
後
径
熊
な
藤

下
教
授
が
選
任
さ
れ
た
っ
歯
学
部

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
大
茎
上
、
講
座

再
編
成
の
４
月
宴
施
が
決
ま
つ
て

お
り
、
就
任
早
々
こ
れ
ら
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
各
学
部
と
も
そ

れ
ぞ
れ
大
き
な
課
題
を
背
負

っ
て

お
り
薪
学
部
長
の
手
腕
が
大
い
難

簸
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
学
部
長
は
そ
れ
ぞ
れ
大
学
院

研
究
科
長
も
兼
ね
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
他
今
学
関
係
の

役
職
者
は
、
学
生
部
長
に
副
学
生

”鷲
あ

鉢
葉
落

経
営
単

都
教
授
が

昇
格
、
各
学
部
か
ら
選
腺
さ
れ
る

副
学
生
部
長
に
は
、
佐
藤
予
春
法

学
藪

長

雇

）、
な
要

姦

営
学
部
教
授

（新
任
）、
杉
村
患
教

歯
学
部
教
授

全
繊
修
、
図
書
慾
長

に
原
圏
輝
男
経
営
学
部
教
授

金
削

撃々

畢

都
邑

、
構
録

教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
長
に
板
谷
雄
二
経
営
学
部

教
授

（再
一と

、
副
セ
ン
タ
■
長
に

服
部
徳
秀
経
営
学
部
教
授
（再
任
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

各
学
部
に
お
け
る
新
任
の
役
職

者
は
次
の
と
お
り
じ

経
営
中学
科
長
に
笙
璽
存
華
薙
教

揉

倍
報
管
理
学
科
長
に
は
奥
溢

徴
教
授
、
産
業
情
報
霧
究
所
長
拒

な
幅
勇
雪
教
授
が
選
任
さ
れ
た
し

歯
学
部
口
陸
科
学
共
同
研
究
嚇
長

に
は
小
川
舞
彦
教
授
が
選
任
さ
れ

た
。

可
児
徳
学
校
長
の
任
理
溌
一ど
に

等

通

科

衛
生
登
専
部
縦

堅
長
の

後
径
に
は
■
歯
学
部
生
化
学
議
座

の
藤
田
厚
教
授
が
就
任
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
歯
科
衛
生
と
も
２
年

細
か
ら
３
年
制

へ
の
移
行
岡
題
な

ど
多
様
な
簡
題
を
絶
え
て
お
り
焦

点
の
人
事
と
な
っ
て
い
た
。
新
校

長
の
藤
閣
教
授
は
、
大
学
で
学
生

都
展
の
経
験
も
あ
り
、
組
織
を
ま

と
め
る
力
豊
に
つ
い
て
は
定
評
の

あ
る
と
こ
ろ
。
朝
鶏
大
学
歯
科
待

生
士
専
削
学
校
が
地
域
に
お
け
る

簸
界
の
肇
引
者
＞⊂な
る
ア」と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

おもな内容

新役職者決定…`

就職セミナー…=

体育会表彰式…・

国際交流の集い・

っ
々
　
う
０
　
刀
壮
　
矢
０

はなみずき

◇

翼
盈
名
の
み
の

風
の
寒
さ
芝

春
軽
な

っ
て
も

日
本
列
島
に
い
や

な
風
が
吹

い
て
い

る
。
「不
景
気
強
と

で
つ
名

の
猛
烈
に
強
い
寒
を本
回
ら

し
い
む
こ
れ
が

一
向
に
日
本
の
た

空
か
ら
去
る
気
紀
が
な
い
。

◇
閑
話
休
題
。
今
、
市
町
村
合
併

が
基
ん
で
あ
る
。
規
模
の
論
理
や

諸
々
の
有
利
さ
が
あ
る
の
だ
ろ

砲ヽ

埼
玉
県
の
大
宮
市
、
浦
烈
市
、

与
野
市
の
合
併
な
ど
は
政
今
韓
定

都
市
へ
の
昇
格
を
猛
っ
た
大
型
合

併
で
あ

っ
た
。
齋
題
は
合
併
後
の

名
前
で
あ
る
。
大
宮
と
浦
和
の
勢

力
を
ど
う
調
整
す
る
の
か
。
親
没

し
て
し
ま
い
そ
う
な
与
封
南
は
そ

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の

沙
蒙
嚇
響
靴
基
囃
中

と・た
嬢
聯
貯
筆

う
と
さ
は
今
く
無
関
係
な
名
前
拒

と
い
う
こ
と
か
。
少
し
例
は
異
な

る
が
翔
中
角
栄
退
陣
後
、
後
維
を

４
っ
を

天

の
巨
票

福
岡
、
大

平
両
氏
を
飛
び
超
え
最
小
派
閥
を

率
い
る
と
本
武
夫
氏
が
総
裁
に
な

っ
た
こ
と
を
悪
い
出
す
っ
穂
歳
町

と
解審

野

は

群
惑
声
一
と
な
る
。

毎
の
こ
と
は
な
い
、
ほ
づ
み
を
反

対
か
ら
読
む
と
新
常
嘉
に
な
る
。

穂
橋
町
の
方
が
少
し
格
上
だ
っ
た

の
か
。
三
者
平
等
も
あ
る
◇
平
四

町
、
南
濃
町
、
海
津
町
は

「ひ
ら

な
み
』
と
決
ま

つ
た
。
大
学
の
統

合
も
始
ま
り
つ
つ
あ
る
が
ど
う
い

２ヽ
笠
肌
が
つ
く
の
だ
ろ
砲ヽ
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学校法人朝日大学における役職者等 (2003,4.1)
主 な役職者の横顔 l奪箕称略)

役  職  名 氏  名

学 長

田J 学 長

目ll 学 長

長 坂 信 夫

廣 瀬 孝 二

赤 石 健 司

学 生 部 長 鈴  木   治

副 学 生 部 長 佐 藤 千 春

冨じ学 生 部 長 小 畠 信 史

冨ほ学 生 部 長 杉 村 忠 敬

情報教育る,F究センター長 板 谷 雄 二

t晴報教育研究副センター長 服 部 徳 秀

図 書 館 長 原 田 輝 男

法 学 部 長 鴨 野 幸 雄

大学院法学研究科長 鴨 野 幸 雄

法制研 究所長 籾 山 鉾 吾

経 営 学 部 長 森 下 伊 三男

大学院経営学研究科長 森 下 伊三男

経 営 学 科 長 國 澤 英 雄

情報管理学科長 奥  山   徹

ビジネス企画学科長 岩 崎 大 介

マーケテイング研究所長 鈴 木 博 道

歯 学 部 長 藤 下 昌 己

大学院歯学研究科長 (歯学部長兼務) 藤 下 昌 己

附 属 病 院 長 倉 知 正 和

怖属病院副病院長 渡 辺 郁 雄

附属病院副病院長 田 村 康 夫

附属村上記念病院長 井 田 和 徳

附属村上記念病院副病院長 安 藤   隆

附属村上記念病院副病院長 大 友 克 之

歯科臨床研究所長 倉 知 正 和

歯科臨床研究所附属歯科診療所長 山 内 六 男

日腔科学共同研究所長 小 川 知 彦

口腔科学共同研究所分析機器施設長 明 坂 年 隆

口腔科学共同研究所放射性同位元素研究施設長 柏 俣 正 典

口腔科学共同研究所実験動物飼育施設長 兼 松 宣 武

口腔科学共同研究所パイオテクノロジー研究施設長 小 川 知 彦

教職課程センター長 澤 田   確

基礎教育センター長 永 野   宏

社会と生活基礎部会主任 田 口 知 弘

英語基礎部会主任 佐 藤 晴 美

情報処理基礎部会主任 棚 橋 勝 美

留 学 生別 科 長 吉 田 良 生

歯科衛生士専F写学校長 藤 田   厚

健康管理センター長 渡 辺 郁 雄

持

１
０
４
８
年
３
月
■
９
中
央
大
学
法
学
部
卒
。

１
９
８
９
年
２
月
か
ら
本
法
人
評
議
員
、

９４
年
鬱

月
理
事
就
任
、
鋸
年
４
月
か
ら
常
務
理
事
９
鋭
年

４
月
か
ら
本
学
歯
学
部
社
会
歯
科
学
講
座
非
常
勘

講
節
を
務
め
て
い
る
ｃ

オ→

争

副 学 長

赤 石 健 司

ど

法学部長

鴨 野 幸 雄

ユ
９
５
７
年
３
月
、
中
央
大
学
法
学
部
卒
σ

６８

年
早
稲
報
，本
写
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
誇
年
金
沢
大
手
法
学
部
教
授
、
鍋
年
園
大
法

学
部
長
業
大
学
院
法
学
研
究
舞
長
、
錫
年
朝
日
大

学
法
学
部
教
授
。

輸
揚
錘
饗
鸞
霜蘊線機
ガ

と
９
７
４
年
信
州
大
学
理
学
部
率
ｃ

８。
年
名
古

屋
大
学
大
手
続
理
学
研
究
科
簿
士
後
期
課
程
修
了
。

理
学
博
士
。
ｙ
年
朝
日
大
学
経
営
学
郡
教
授
、
情

報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

（９９
年
３

月
ま
で
）、
９９
年
経
常
学
部
情
報
管
理
学
科
長
９

経営学部長

森 下 伊三男

゛
暮
き
4

１
９
７
３
年
３
月
大
放
大
学
歯
学
部
卒
。
周
年

歯
登
盛
師
。
騎
年
歯
学
樺
±
。

８４
年
大
阪
大
学
歯

学
部
助
教
授
、

９８
年
Ю
月
期
轟
大
学
歯
学
部
歯
料

放
射
線
学
講
座
教
授
け

k

己

歯学部長

昌藤 下
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養
第
理
舞
班
秘

禁
球

要

葦

素

本
学
は
１
月
爵

周
年
を
迎
え
た
。

懇
①
で
創
立
乾

一
て
１
月
１６
目
い
年
後
乾
韓
半
よ

こ
れ
を
一討
念
Ｌ
　
本
学
６
号
館
蒲
側
に
て
記
念
植
樹 多くの教職員の手によリメタセヨイヤが植樹されたり

褒

筆
冨
堂
登
伸水
折羅
教
雑

が
↓籍
道
右
整
纂

を
一受
碁泉し
、

滋
月
８
爾
⑧
に
開
催
さ
れ
た
蘭
再

が
行
わ
れ
た
。
長
坂
学
長
の
扶
拶

の
後
、
参
加
し
た
教
職
員
の
手
に

よ
っ
て
本
一か
よ
り
一層
た
く
ま

し
く
成
長
す
る
こ
と
を
祈

つ
て
記

念
村
の
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
が
極
え
ら

れ
た
。

開 催・書 れる

日 れ
'`

学
生
斜
友
剣
道
大
会
に
お
い
て
、

全
日
本
剣
道
通
盟
か
ら
衰
彰
状
Ｌ

メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
た
。

こ
の
賞
祓
、
麹
遭
絡
神
の
高
揚

警
発
、
技
術
の
霧
寃
及
び
補
導
を

目
的
と
す
る
金
藤
本
剣
越
速
盤
か

ら
、
多
年
に
わ
た
る
剣
通
の
向
上

発
展
に
お
け
る
功
績
が
特
に
顕
考

で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
９
清
本
教
授
の
長
年

に
わ
た
る
功
績
が
高
い
評
徳
を
受

け
受
賞
に
至

っ
た
。
大
学
関
係
郡

開
に
お
い
て
は
全
国
で
わ
ず
か
４

名
の
受
貨
で
あ

っ
た
っ

な
お
、
清
水
教
授
は
蛉
月
露
癬

①
に
今
選
本
学
生
寃
進
連
盟
か
ら

も
、
剣
道
の
普
及
に
お
け
る
功
績

を
讃
え
ら
れ
感
謝
状
を
購
ら
れ
て

聖
徳
学
園
大
学
と
が
合
用
主
催
し

一
た

「業
界
セ
ミ
ナ
ー
』
が
ぽ

ウ
？

い

る

。

全
顕
約
に
厳
し
い
一星
用
環
境
の

中
、
本
字
・で
は
３
年
生
を
な
峯
こ

し
た

『就
職
セ
ミ
ナ
ー
』
を
２
月

立
Ｂ
俗
～
整
霞
鯰
の
３
ａ
開
陶
健

し
た
。
３
用
商
の
参
加
企
業
は
約

１
０
０
徒
、
業
種
は
建
設
、
製
造
、

小
死

・
卸
完
、
金
融
、
情
報
、
連

輸

・
通
信
、
不
動
産
、
飲
食
店
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
様
々
な
業
種
の
企

業
が
集
ま
っ
た
◇

参
雄
し
た
学
生
遅
に
は
企
業
の

人
事
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
閣
く

こ
Ｌ
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
薪
慣
れ
な
い
ス
ー
ツ
姿
と
極

度
の
緊
張
か
ら
不
安
げ

な
表
情
の

学
生
も
み
ら
れ
た
が
、
目
当
て
の

金
葉
や
業
種
を
み
つ
け
て
議
し
込

む
学
生
や
、
担
基
者
か
ら
会
社
の

生
の
声
を
聞
い
て
興
味
を
も
っ
た

学
生
も
お
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が
学

生
に
と

っ
て
重
要
な
役
割
を
崇
た

し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
学
外
で
は
本
学
と
壊
年

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

姥
月
郵
コ
い
、
本
学
６
号
館
議

一
義
室
に
お
い
て
、
大
垣
共
立
銀
行

一
主
催

の

一
フ
コ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ 企業の生の声に熱心に耳をf頃 ける本学学生

る
プ
ラ
ザ
岐
早
（岐
阜
市
橋
本
町
）

で
開
か
れ
、
県
内
外
の
企
糞
誇
社

の
人
事
担
当
者
ら
が
講
師
を
務
め

た
っ
企
業
の
求
め
る
人
材
の
読
現

や
、
企
業
、
業
界
全
体
の
現
状
と

今
後
を
紹
介
し
、
参
劾
し
た
学
生

は
熱
心
に
閣
き
入
つ
て
い
た
。

ナ
…
」
が
閉
建
さ
れ
た
し

同
セ
ミ
ナ
，
は
、
本
巣
郡
ぬ
に

あ
る
同
行
う
つ
の
支
な
が
主
雀
し

景
気
が
低
迷
す
る
中
、
地
元
企
業

の
活
性
化
を
露
る
の
が
ね
ら
い
で

一
昨
年
か
ら
３
ゝ
４
ヶ
月
に
１
度

の
ベ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
今
回
で

４
回
目
と
な
っ
た
。

当
増
は
、
岐
自
帝
や

同
墾
ｎ
の

企
業
代
表
者
ら
約
１
０
０
名
が
参

加
し
、
森
嶋
敏
郎
大
垣
共
立
銀
行

穂
積
支
府
長
の
セ
ミ
ナ
ー
趣
旨
の

説
明
の
後
、
本
学
経
営
学
部
ビ
ジ

ネ
ス
企
画
学
科
枝
雄
克
己
教
授
の

一グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
鳳

本
企
業
の
課
題
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
た
。
一受
講
者
は
企
業
経

営
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
一二剣

ｔ

閣
き
入
っ
て
い
た
。
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チロ 農 大 会 毬 r午, lt 森

硬式野球→ι
共海約 常大学鶏孝憲チ ザー グ靴 (競 卓県 ツー グ)

rt(9脇

毅   手
― 聾 手

二 塞 手

2彙文)

,,等▼責主 (審 螢 t,
年 ),1二番 ,i律 皆

松原 溝 え (法 4
大宮為費 (法 牽年 ユ

菫汚れ 盛大半 野球 ヴ ーノィ襲 肢 卑漿メ会 4袋易

ラ ゲ ど ―
ファⅢポール郵

携フ創てフセアンズ k立

崇森 リーケ竣 Aツ ーブ  3命 (4ァ務 3"t)

パ1ノ

~=~どレれ

免 ,ie園寅湾 大
=現

女 バ レーエ ール ワー グ葉 春 夢 大
=

子奮経 (全赫 )差 Iれ 募経

嘉 92●」奮た事察 '、 学 リー グ.予ぇ春華人婆
`漱

と とそ器 (全 勝 ◇p()

■す勢 豊本摯 合疑手漁 大会よ卑 県予魁会 ― 殻男 子の言ヽ ′▼

'オ

ヽ(3勝 0敷〉

携20護コ豊階察なバラーをr― ル大学勇 ,,R手推大金

嘉手2国 ■蔀 農本 も

^二

とバン 小―Vレミユ
`t・

・テ選手 :帝 夭◆

東海学生バ レーイ  (′ ワーク竣身共手 リ ーケ 14じ  5廷=(下 1立 ウーグ番 (■  縮台 6筋 持数 )

擦 禁 邸

姦 日本逮袂ヤ 生 4轟農 大会 働ク.、  命位

藤 日本学生警 疫新 入麒 手程 大奈 1時 人  3歳  t"雰 たれ (盤 営 1='

藤 鶏本学生 4麟 襲譲 ,雄大会

2避二翻 体 をさとさ

ク銘 Fa入  `● 勝  森方大祭 (羅着 ρ孝 〉
2位 'Lキ俗蒔 (素 2年 )

ヨ位  た
'1 

謙 (法 3=)
,室と大会 ツーア戦  6復 ■ J ttS嘉 1曇

ア
・鶏本サ生体垂姦J黎技な手格大会

準 疑 滲 (at,(3未 鹿 ) 海 ぬ 1言宏 (なと貸 】字 )

準 終 Bユ い15kr珠滴
' 

た療大
'位3  往 (115k写 本満 , 競 谷空盤 (機韓 3年 )

3  色 (導 5/、営未かう〉 携本筆 司 (律ェ蓋 34)
ヘ ス ト9 `◇ 3k事 未汚 )飯 働隆Ⅲ

,買 (雑驚 4年 )

ベ ス ト今 (100、ゎ未溝 )'卜・弔  助 そ緩命 9年 〉
ベ ス ト8(100ス 笙本か )本 ドp〕

'■

求 (筵せ 2年 )

ヘ ス ト跡 (おう花 ァ、瀬 , 二(簾療 ア (法 2年 )

働丼挙斉大会 霧
`Ⅲ
倫第

仝
=l本

学圭擦 ア́鶴人体登男ゼ歳子権フ、今

全斜″生 4,`交軽手権 大会
メ ン 斜 ベ ス ト 8塩襲

=球
能(女 子,

京容,生審李 フーゲ鍛 ,諦  2位 (孝

'サ

オチ,敷)(イ ンカレ科堀

京れ学生卓落 ,,入 大会

ンシクルス 準 後 務 張 ' 範 (″_簿 1年)

ベス ト3 ⅢEl望美 くな 二年 )

ベス トS と,,Iブ下示 (経営 1年 )

/マ クルス  'Ⅲ イⅢ 務 強  湧・中曲望条

東海学生卒嫁工■格 大会表
`〕

募 大会

獲   務  身・く転  華金 (経営 2年 )

3  位 軽野  凍弓 (籍 苫 3年 )

射娼臨瘍豊,(疵言,′ 年)

3  位 孟   金
ベ ス ト8 張   績
ベ ス ト3 輿1堪 :4赤理 lr

や蔀 ■本 車嫁 逮辛権 大会

シングル ス 樫  勝 張  笠

準 l事 謗  第場 離f環ホ量子
ベ ス ト8 至   企

ダ ウルス  ベ ニ ト0 張襲・ 工金

第フ2□全臓ホ大す対抗卓蒟大会 離 IⅢ  3

全 臓本孝十牟才 豪手控大会 棄海雄 盛 テ連 シング
'"ス

3名 、ダ

藝民体,大会 氣 場曲療里チ

凍湊す笙 卓奪秋季 ψ― ダ簸 ラ部  2笠 (4癬ュi敷 )

空 雷ホす主宇球 ,ミ 手】償
ダフルス  子手  勝
ンングルス ヘス ト0

張議・ 主全
張畿

柔l笛聾(女手ウ

嘉 !0癒郡進す■県対抗 再:導六今喜
'卓

予選 24→

修卒`B姜器

`ヽ

こ奥】霊子権犬企業B舟体吉大会票手譲考会 (1鶏 韓 1年 )

分 蛋,本 シュニ 7体等.別 選手を崖/、 会議傘集 予選会

第29痢 腺率県挙
=集

な憬人選 手益 大余

全R本 ジェi″ 手素イ本亜別】こ:チ驚女会ぅF差 'セメ予理舎
2線 (確聴 観 ン  霊調 |
3後 そ′撫a盤簸

' 
麟曜

'I第 9E翻コ索海予′重士十 柔遵後 y.、大会

クェンシクゲ葛

第う′E¬司欝b学生 拶一 グ教大会

男子 g部節株  僅謗 (‐
A勝〉 革 2翻具嶋

女子 2部副勢  懐勝 (今孵,)と
'都

昇 1善

新 入維
男子組 入 3位 丹務者競 ぐ倍擦 1年 ,

e位 岩憂哲 弥 ぐ織 厳 二年 )

女子襖 人 と位  酒井望実 く情錯 1年 )

2金 主講蘇数子 (後誉 1年 )

4位 狼据F裕希 (韓 _と長:蕪 )

54こ 中ぬ セイラ (1産線 1年〉
夕位  野 B莱緒 〈緩 歳 :年 ,

8社 髯髯遊疵代

`捧

指 t rF】

第42嗣■日本フェシンシ/ノ 撃手振大会 ベス トa を霞

東京喜aジ ュニ ″男女 フルー レ選手様大会 5位  筆 1■ セ イラ

開藤学生 フェ ンシ |′
/′ 】】【手 4経 大会

第子 爾秀 フルー レ

女子 雛イ

^フ
ル ー レ

サー サル

女子子隠人 ,― ブル

埼位
0色
4位
お位
ベス ト8 中山セイ ラ

全 曾本学生 フ ニンシング翠≠権大会
女子 r磨 人 リーグル フ位 中曲セイラ
女手臨勢エペ ベス ト9

2∞a=世嘉 ノェンンラク送子塩大会 嘉 夕/八速者会 Fェヽ 亜ツの範ケ手サーブル 3(芝  荻野えりか (薔,1,)

茅 iO回 υ OCシ ョニア・オ
'ブ

レビ ンク カフア・

フェンテングノ、会

食ほ うと 雹5

億34園交′
'女

子学隻費」連選手増大会 ベ ア、卜92 高秀瘍 理恋 (継輩 1年 )

第 4フ 回藤 日本学生剣 i登 衆食

第牽うE¬ユ束′毎学 生知遠新 入漱手 lE大会 ベ ス トS =宅 イ募Fヴl(“I常 1年 〉

第?5回 束漁女子学生剣述斬入整季
'tr大

会
■́ 餐 勝 1 年 )

1年 )

第 46回嫁卓隼剣 整逮手権 大会
ベス トδ 4(易 友南 ぐ婚争
/、 ス ト16 高 本 矛n歳 ぐ蕉と笙

年ウ
年 )

本ッケー都

弱 藤 子 生 ネ ッを 一 春 季 リー グ コ差
F】

′手れ奇 (そ舜券,■ ζ執

舟 B OI票 密学 生 水ッケ ー数手雑 大会

::`海枠 rシ ′,,と 場 決定撃テ
事イ

'カ
ラ巌

'鳥

窮eO口 磨 日ホ学生 赤 ソケー選 手維 大会 ジ毎lノ ク成議 2金
吊「l繭 学生求 ヴケー リーク 3癬 I 畿 ち必 (4′予′与 ,分 )´ 2

曖式症球洛D
東海大学対れ ,こ ス ツー ′́戦 6郎 フ

「
ョンク成練  O位

第45回破■集学 生テニ ス譲季】笹大会 ベス トa 鈴木理文 (選世 至年 )

２
◇
◇
２
年
唆
体
育
会
表
彰

式

‘
選
手
総
会
が
、
２
え
盪
磨
岱

本
学
蛉
覆
年
一記
念
無
カ
ソ
士
ヂ
リ

ア
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
Ю
種

目
の
強
化
ク
ラ
ブ
か
ら
選
手
を
態

じ
め
、
部
長
、
副
部
長
、
監
管
、

ヨ
ー
チ
等
約
２
５
０
名
が
出
席

こ
の

ク
ラ
ブ
に
衣
彰
状
が
贈
ら
れ
た
９

体
育
会
が
発
足
し
て
１
年
、
各

ク
ラ
ブ
の
活
躍
に
よ
り
岐
阜
県
内

だ
け
で
は
な
く
日
本
各
地
で
朝
憲

大
学
の
名
が
閣
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
じ
強
力
な
撞
器
サ
生選
手
の

日
そ
の
ト
レ
ー
エ
ン
グ
の
成
果
と

い
え
よ
一つ
。
２
０
０
３
年
度
も
彼

ら
の
活
燿
に
鋭
待
し
た
い
。

各
賞
の
受
費
者

⌒ク
ラ
ブ
）
は

次
の
と
お
り
ｃ

☆
最
優
秀
賞

（Ｍ
Ｖ
Ｐ
）

卓
球
都
女
子
　
王
金

ハ
経
常
２

年
〉、
張
魏

〈
経
営
と
年
〉
（２
０

０
２
年
度
金
日
本
学
生
専
球
選
手

権
大
会
女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
）

☆
特
別
賞

（Ｍ
Ｉ
Ｐ
）

ホ
ッ
ケ
ー
慕

（関
西
学
生
ホ
ッ

ケ
ー
リ
ー
グ
男
子
２
部
昇
格
）

フ
エ
ン
シ
ン
グ
郡

（腐
顧
）７
生

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
リ
ー
グ
女
子
１
郡
、

男
子
２
部
鼻
格
）

☆
新
入
賞

フ
エ
ン
シ
ン
グ
都
　
眸
曲
セ
イ

ラ
（
槽
筆
１
年
Ｘ
第
Ю
隠
ｌ
ｏ
Ｃ

ジ
ユ
エ
ア

・
オ
リ
ン
ど
ッ
ク

・
カ

ッ
プ

。
ソ
ュ
ン
シ
ン
グ
大
会
女
子

サ
ー
ブ
ル
部
理
優
勝
）

◆ 平成14年度 体育会活動状況 ◆

逹

硬式野球部

ラグビーフットボ…ジレ部

バレーボール部

相撲部

フェンシング部

剣遭部

水ッケー部

硬式庭球部

卓球部女子

柔遭部女子

回

囮

困
圏

日
嘲 閥

日

薗

圏

電
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種   目 大 会 名 称 成 縦

ポ ウ リン グ 部 第31コ ■部学生望ェ季リーグ戦 優  勝

学 技 会 車 球 都
第34卿全晨本歯科学生総合体育大会 章球言るPl 総合怪勝

東海■生寧球秋季リーク戦 男子2部 r字勝ィ4辞昇格

学 大 会 柔 道 部 第B4正ロコ全日本歯科学生結合体育大会 柔適部門 程大章女子の部 誓勝 J子孝美衛雑(撓井孝衛生と専:尋学技)

陸 上 疑 技 畜5

嘉34翻全母本歯科学生総合体育大会 ね丸投 卓 l李勝 抑源晶子 (赴 6年 )

第34回 全 露本色藩学生総合体育大会 走傷跳 ″̂( 勝 澄井まどか (と
~2年

)

第34回全 憂本撫キユ学生総合体育大会  1001ェ ュ 優 務 末周洋平 (歳 5年 )

第49国尾張繊毘団体対抗協と競技大会 砲丸殺 傍 瘍 小帯終分 (金営 2年 )

嘉49回 尾張睦上競孝ま漂手権大会 砲丸投 率撮勝 小林携分

貌 空 手 周 拝 会 く…2全日本新窪手速選手梓大会 中量級 準優勝 為野新八 (歯 4年 ,

犠告楽部 (翻 体 ) 第1医東海地区大手生こヨンクフエステイバル チクニック欝

軽 昔 英 都 (傾 人

'

策阜女子夫孝女弯攻子女学.予ヨ大学、髪手」'法文字1今大す雫ぎり歳長

村瀬謙― (経営 4・年)寅,建区少ライブ′ヽウスでのコンす―卜企吾、雀揆、郵負:こまるすカープのB=

更姫
=Iン

す―卜、クリスマス、大学祭などの定靭演萎会

歯学 部ラグビー部 第35回 企昌本歯秀
''学

生籍合体育大会 準優勝 ■歯挙体を差管

色▼a男 子,(ケーボール勇 束ね懸歯菜リーゲ
戸金 跡

木
学
学
生
、
教
員
で
構
成
さ
れ

る
学
友
会
に
は
体
市
糸
３。
ク
ラ
ブ

文
科
系

１８
ク
ラ
ブ
、
扇
好
会
発

サ
ー
ク
ル
の
総
討

５９
ク
ラ
ブ

・

サ
ー
ク
ル
が
所
属
し
て
い
る

（平

成
望
年
４
月
調
企
）。
碁
奪
袋
バ
で
は

こ
の
多
く
の
ク
ラ
ブ
の
幸
か
ら
、

年
に
２
隠

（一騨
後
難
）
特
に
優
れ

た
成
績
、
港
罐
を
修
め
た
団
徳
、

個
人
等
に
学
麦
会
長
表
彰
を
行
っ

て
い
る
９

今
年
度
の
前
期
の
表
彰
式
は
前

号
で
も
紹
介
し
た
が
、
Ю
月
あ
鶏

翁
～
２７
口
ω
に
行
わ
れ
た
朝
痢
祭

の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
牽
て
行
わ
れ

一後
期
の
表
彰
な
年
度
来
の
予
定
で

◆ 平成14年度 学友会活動状況 ◆

あ
る
。

事醜
摯
支
寅
者

（ク
ラ
ブ
）
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
、
施
後
期
の
威

績
、
活
籐
海
容
は
現
表
の
と
お
り
Ｇ

☆
学
友
会
長
賞

（議
難
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
都
、
学
友
会
卓
球

部
、
学
友
〈
皇
寄
暮都
　
地
岸
美
歳

紀

⌒歯
科
待
生
士
専
開
学
校
）

☆
学
友
会
長
奨
励
賞

⌒前
期
）

陸
上
競
技
部
　
機
瀬
贔
子

（歯

６
缶
、
酒
井
ま
と
か
露
２
と
、

末
用
洋
平

（歯
５
年
）

ｌｌ
月
３。
日
偽
、

１２
月
１
轟
①
の

２
日
間
、
小
学
サ
ン
ラ
イ
ズ
ジ
ム

に
お
い
て
、
県
海
外
の
高
校
生
を

対
象
た
し
た

静第
２
回
朝
躍
大
学

剣
道
錬
成
本
こ

が
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
の
第
１
国
大
会
は
清
風
高

笙
草
字
衰

（大
握
０

と
県
内
言
校

９
絞

（約
１
３
０
名
）
か
ら
の
参

食
堂
に
て
調
雀
さ
れ
た
。

本
会
嫁
本
学
国
際
交
一藝
委
員
会

が
中
心
と
な
り
毎
年
翔
催
し
て
お

り
、
今
年
も
立
食
に
よ
る
懇
貌
会

が
行
わ
れ
、
約
２
◇
０
名
が
参
加

し
た
。

は
じ
め
に
長
坂
筈
長
か
ら
「目

加
で
あ
っ
た
が
、
第
２
田
大
会
の

今
屈
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
力
校
で
あ
る
清
風
高
等
学

校
に
却

え
、
女
子
の
古
豪
磐
昭
西

一漁
守
学
校

（静
岡
県
）
空
Ｘ
一目
大

会
議
場
校
を
県
外
か
ら
招
き
競
技

レ
ベ
ル
の
向
上
を
日
始
し
た
。
当

冒
な
路

縦

８
快

県
繊

む

校

本
で
は
年
の
初
め
た
痛
標
を
立
て

ま
す
。
皆
さ
ん
も
何
を
学
ぶ
の
か

な
ど
今
年
の
目
標
を
立
て
て
姓
学

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
の
挨
拶

が
な
さ
れ
、
外
題
入
雪
学
生
代
表

と
し
て
経
営
学
科
８
年
の
姜
羅
恩

さ
ん
が

「先
生
方
は
い
つ
も
私
た

ち
を
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
ま

た
、
丁
寧
に
教
え
て
く
な
る
の
で

あ
り
が
た
く
忍
っ
て
い
ま
す
。」
と

流
暢
な
日
本
語
で
挨
拶
を
し
た
９

昨
年
は
日
本
文
化
の
紹
介
で
お

せ
ち
癬
理
が
振
る
舞
わ
れ
た
が
、

今
回
は
世
界

一
鍾

い
詩
で
あ
る

本
学
で
学
ぶ
外
国
人
騨
暉
７
生
、

留
学
生
別
警
■
及
び
外
観
入
教
兵

こ
本
学
教
員
、
学
生
等
が
盤
互
の

貌
睦
を
隠
る
こ
と
を
窟
綺
と
し
た

い２
０
０
２
年
度
朝
日
大
学
層
除

交
流
の
集
い
一
が
、
二
月
２８
重
⌒火
）

午
後
５
持
よ
り
本
湛
一ヤ６
号
錐
学
生

充実した条義t温諮堤讃謀是
ま`す!

言馨奪類遭手老案層挙蛮貨解
イ〉

約
２
０
０
塩
の
参
加
が
あ
り
、
辞

年
度
ど
同
様
に
社
会
人
選
手
や
社

会
人
指
導
者
も
県
内
外
か
ら
約
２。

「併
毎
一
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
催

し
が
企
画
さ
れ
、
吉
村
脩
久
代
助

教
授

（経
営
学
部
）
の
解
説
と
指

導
の
下
に
楽
し
く
行
わ
れ
た
。
歓

談
が
行
わ
れ
る
中
、
留
学
生
朗
科

の
各
ク
ラ
ス
か
ら
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
議
本
な
ど
各
霞
の
歌
が
披
露

さ
れ
た
。
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
姿
も
あ
り
、
母
躍
を
紹
介
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

た
。
ま
た
、
母
国
の
習
慣
や
文
化
、

目
本
で
の
生
活
な
ど
の
留
学
生
俳

旬
も
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
場
な
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
虜
本
を
は
じ

め
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
母
隠
を
如
る

一
躊
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
′ 名

参
加
し
、
総
勢
約
２
５
０
名
の

大
規
模
な
会
Ｌ
な
っ
た
。

第
１
瑠
目
は
、
清
風
蔑
等
学
校

の
中
監
警

（教
十
七
段
）
の
指
導

に
よ
る
基
本
錬

成
に
始
ま
り
、

一掛
校
剣
士
逮
は

中
先
生
の
足
連

び
を
主
と
す
る

質
全
簿騨
ｒ
連
尋

に
頭
き
入
り
、

心
を
通
わ
せ
る

剣
道
の
大
切
さ

を
説
く
言
葉
に

続
い
て
、
熙
体

戦
に
よ
る
試
合

錬
成
、
そ
し
て

選
手
が
指
導
者
に
懸
る
稽
吉
会
が

行
わ
れ
、
１
鋼
用
の
終
一二
後
に
な

大
学
主
催
の
夕
食
会
が
行
わ
れ
た

第
２
癖
層
も
前
霞
に
引
き
続
き
武

今
錬
成
と
籍
吉
会
が
組
ま
れ
、
試

合
錬
戒
で
は
各
校
と
も
来
春
の
選

抜
大
会
を
に
ら
ん
だ
載
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

勢

い
の
あ
る
竹
刀
さ
ば

き
を
見

せ
る
高
校
生

″~iifi!||lli「

iレ

窓密辱策訂育託認署月諄駐ζ珪
とつ

百大 学 舞 迪 集 成 会
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２
月
２。
鶏
鉛
午
後
３
時
幸
よ
り

小
学
５
号
徳
５
１
３
講
義
室
に
お

い
て
、

平
成
整
年
度
学
生
蔀
厚
生

補
導
研
修
会
が
行
わ
注
た
。

一キ
ヤ
ン
パ
ス
に
お
け
る
濡
騨

障
害
の
予
協
」
と
題
し
て
平
林
幹

司
氏

（本
写
健
康
管
雲
セ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
一半
林
ク
リ
エ
ッ

ク
医
院
長

・
理
事
長
、
元
尊
部
学

院
大
学
教
授
）
が
講
演
を
行
っ
た
。

平
然
先
生
態
９
年
前
か
ら
本
挙
に

て
学
生
や
教
職
員
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
貌
身
に
行

っ
て
お
り
、
ま

た
、
学
外
で
は
若
い
人
だ
け
で
な

な
く
老
人
角
呆
に
つ
い
て
の
研
究

も
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
基
療

る
学
生
が
坪

え

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学

生
の
生
活
指
導

，
厚
生
補
導
の

一

助
と
な
る
よ
う
に
と
講
演
を
引
き心の健康につと`て語る平林先生

受
け
て
く
だ
さ

っ
た
。

講
演
会
に
は
約
７。
名
の
教
職
員

が
議
席
し
、

聴
議
す
る
姿
に
は
学

生
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
し
て
な

な
ら
な

い
と

い
う
気
持
ち
が
感
じ

ら
れ
た
ｃ

こ
の
体
験
学
習
は
、
周
高
校
で

３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

生
徒
の
進
路
決
定
に
役
立

つ
よ
う

に
各
分
野
の
学
校
の
授
業
を
な
験

す
る
も
の
で
あ
る
。
本
学
の
他
、

短
期
大
学
、
専
調
学
校
、
端
院
等

お
力
所
を
訪
れ
、

授
業
や
実
習
を

実
際
に
然
験
し
た
。

本
挙
を
訪
れ
た
生
徒
は

一授
業

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

曲
景
渇
校

應
革
暴
美
臨
町
）

の
１
年
生
覺
人
が
２
月
１２
爾
ω
来

学
し
た
。
経
営
野
講
録
管
理
学

舞
の
森
下
伊
三
男
教
授
か
ら
パ
ソ

ヨ
ン
を
使

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

の
一擦
導
を
基
基
け
、
同
一舜
校
を
事
業

し
本
学
に
進
学
し
た
学
生
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
た
。

系統別資格取得状況 (平成14年度申請)

鞣
錐
独蘊
蘊
鍵
辮
羅
擬
籠
篭
郷
鐵罐
謹

岨 』

資   機   名 主   催   者 取得者数

法学検定(3・ 4級〉 (財)日 弁連法務研究財団 23

その他 法律系 3

日本語能力試験(1,2級〉 (財)日本国際教育協会 23

その他 語学系 13

簿記実務検定(全商)(1・ 2級 ) (財 )全 国商業高等学校協会 16

」ヽ売商(販売士)検定(3級 ) 日本商工会議所 14

その他 経営・経理・労務・金融系 5

ビジネス技曾ヒ系 28

MOUS検 定 マイクElソフト MOUS運営事務局 10

その他 情報系 28

公務員 14

旅行業系 2
△

計 179

学
系
、
経
営

・
労
務

・
金
融
系
、

ビ
ジ
ネ
ス
技
饉
糸
、
情
警
糸
、
公

務
員
、
法
律
系
、
不
動
産
系
、
旅

行
恙
系
、
計
ユ
◇
８
種

（平
頗
整

年
７
月
現
在
）
で
あ
り
、
資
格
ラ

ン
ク
に
応
じ
Ａ
ラ
ン
ク
Ю
万
割
、

Ｂ
ラ
ン
ク
５
万
隅
、
Ｃ
ラ
ン
ク
３

万
出
が
支
籍
さ
れ
る
。
１
年
間
に

４
国
の
申
請
期
間

（４
月
、
９
月
、

姥
月
、
３
月
）
を
設
け
て
お
り
、

先
日
今
年
度
の
中
請
が
締
め
努
ら

れ
た
。

同
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年

目
の
今
回
は
、
資
格
穂
筐
数
３。
獲

露
、
取
得
者
総
数
麦
７
９
名

（Ａ

シ
ン
ク
・６
名
、
Ｂ
ラ
ン
ク
努
名
、

Ｃ
ラ
ン
ク
ー
３
０
名
）
で
あ

っ
た
〔

取
舎
者
数
が
多
か

っ
た
種
目
は

人
事
消
息

塞

巖

退
職
０
月
３．
日
住

▽
可
児
端

夫
（融
善
尋

▽
海
老
澤
美
葉

坂
本
恵
三
、
中
原
精

一
（法
学
部

荻
授
）
▽
赤
為
龍
、
江
崎
通
彦

（経
曽
妥
敵
塀
授́
）
▽
岡
崎
昭
夫

（歯
募萌
駿
勢
辱
▽
伊
藤

巨
具
歯

学
部
助
教
授
）
▽
堺
誠

（歯
学
部

講
師
）
▽
中
島
知
明

（歯
学
部
助

手
）

採
嬬
⌒４
月
１
霞
付
）
▽
赤
石
健

司
（塾
こ

▽
睦
地
立
乗
疑

絶

顕
陽
ゑ
警
学
部
勢
控
一
Ｙ
島

倉
康

念
量
蘇
教
錘

▽
藤
井
恒

太
（歯
学
部
助
手
）

会
議

鬱

選
職

（３
月
拠
日
付
）
▽
一局
本
三

「法
筈
密
甚

（２３
名
）、
一総
記
実

務
検
定

（金
商
と

（勇
名
）
、
「小

〓警

共

墾

冗
と

塗

差

霊

色

で
あ
り
、
ま
た
、
取
得
が
難
し
い

行
政
書
と
の
資
捨
合
格
者
や
地
方

公
務
員
試
験
の
合
格
者
も
出
て
い

る
。奮

格
吾
取
得
す
る
理
由
な
就
職

や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
様
々
で
あ
ろ

う
が
、
資
格
の
知
識
だ
け
で
は
な

く
、
学
生
の
合
格
ま
で
の
努
力
も

本
人
の
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
励
み
の
と
つ
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
劇
藝
度
を
大
い
Ｌ
笛
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

平
成
Й
雀
度
の
各
威
綿
を
年
み
按

制
度
申
請
状
況
を
別
表
に
て
紹
介

し
ま
す
。

管
麿

（学
事
部
盟
書
館
募
務
課
）

▽
江
崎
敏
之

（学
長
企
画
室
入
試

課
）
▽
大
手
思
幸
（附
属
村
上
記

念
病
院
事
務
部
）
▽
省
暴
表
代
子

（略
属
村
二
謎
念
病
院
事
務
部
医

事
二
課
）

採
用

奮

月
１
日
０

▽
奥
野
徳

夫

（附
属
村
上
一記
念
病
院
事
務
部
）

▽
石
躙
花
倫
、
長
屋
季
実
子

金
療
鬱

退
職

（２
月
２８
爛
行
）
▽
酒
芥
八

絵

（附
属
村
上
記
念
病
院
看
護
節
）

▽
伊
藤
咲
希

（附
癌
村
上
一護
念
病

院
准
看
護
節
）

採
用

ぞ
月
１
回
色

▽
小
林
洋

子
（附
属
村
上
記
念
病
躍
竜
護
師
）

弁
罷
鬱

退
職

⌒３
月
８．
日
付
）
▽
小
林
嘉

子
絡
跨
訟
護
聾


